
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

本年度もよろしくお願いいたします 

校長 鶴田 欽也 

４月、新年度。校庭の桜も花びらが風に舞い、新緑の葉桜へと変わりました。花壇や街路には色とりどりの花々が咲き、夜明けととも

にどこからともなく小鳥のさえずりが聞こえてくる、過ごしやすい季節となりました。 

春の到来とともに新しい学年が始まりました。先月は新型コロナウイルス感染拡大防止のための臨時休業もあり、いつもの年とは異

なる雰囲気の中、令和２年度がスタートしました。本年度も佐賀県立盲学校をどうぞよろしくお願いいたします。 

■ 入学式 

満開の桜が咲く４月８日、入学式を挙行しました。令和初の新入生６名（中学部２名、高等部普通科２名、高等部保健理療科１名、専

攻科理療科１名）が入学しました。本年度は、幼小学部６名、中学部４名、高等部 11 名、専攻科４名の合計 25 名の児童生徒が同じ学び

舎で学び始めました。 

■ 学校教育目標と、本年度の重点目標 

令和２年、本校は 96 年目を迎えました。これまで本校が一貫して目指してきたもの（学校教育目標）は、「視覚に障害のある幼児児

童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた適切な支援を行い、自立と社会参加及び心豊かな人格の形成」と、「－ 明朗・友愛・自立 －」

です。 

新学年のスタートにあたり、全教職員で学校教育目標を再度確認し、本年度の重点目標を次のように掲げました。 

 

 

 

 

 

 

学校の在り方として、児童生徒一人一人が抱いている夢を大切にはぐくみ、日々の学びや、継続的な努力によって夢の実現に近づき、

将来や未来をひらいていく学校でありたいと考えています。児童生徒については、自分の夢や希望を大切にし、将来の自立と社会参加に

向けて、生きる力を着実に身につけてほしいと願っています。 

児童生徒一人一人が、自立と社会参加に向けた力を身につけ、心豊かな人格の形成を成し遂げることが本校の使命です。そのために

は、教職員が研鑽を積み、専門性を高めることはもちろん、互いに協働の意識と教育に対する情熱を持ち、具体的な教育活動を行う中

で、一人一人の力が一つの方向に向かうことによって、より質の高い教育を実現したいと考えています。また、本校は佐賀県内の視覚障

害教育センター的機能を担っております。学校内の相談支援体制をさらに充実させることはもちろんのこと、学校外に対しても「目の支

援センター ゆうあい」の機能の充実と、周知に努めます。 

本年度も「夢をはぐくみ、未来をひらく盲学校」を合言葉に、三つの重点目標達成に向かって職員一丸となって取り組んでまいりま

す。保護者の皆様、地域の皆様、そして関係機関の皆様のご協力とご厚情を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
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  【佐賀県立盲学校 目の支援センター ゆうあい について】 

本校は『目の支援センター ゆうあい』を設置しています。これは見え方について困られていたり悩まれていたりする方々の相談や

支援を行うものです。『ゆうあい』は病気の診断や治療などはできませんが、教育や生活に関することなら様々な情報や手立てをお伝

えできます。相談については年齢に関わらずお受けしますし、一切無料です。もちろん秘密は厳守しますし、継続的な支援や技能指導

を行うことも可能です。また、本校への転入学をおすすめするようなこともありません。 

見えにくいことや見えないことで悩まれていたら、気軽に『佐賀県立盲学校 目の支援センター ゆうあい』にご連絡ください 

「夢をはぐくみ、未来をひらく盲学校」 

１ 自立と社会参加に向けた力の育成 

２ 専門性向上に向けた研究・研修の充実と、力を引き出す授業の実践 

３ 視覚障害教育センター的機能の充実と周知 
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幼小学部は新入生はなく、小学部のみ６名での

スタートとなりました。新学習指導要領の本格実

施年にあたり、３、４年生の外国語活動や、５、

６年生の外国語、特別な教科 道徳、プログラミ

ング教育等がスタートします。「生きる力」を育

み、主体的・対話的で深い学びの実現、カリキュ

ラムマネジメントを推進していきます。 

行事は、縮小や中止になっていますが、授業

は、通常に取り組んでいます。体育では、体づく

りの運動や運動能力テストをしています。 

                           

 

 

 

 始業式、入学式が無事に行われ、1学年進級した

2年生 1 名と 3年生 1名、そして新 1年生を 2名迎

え、計 4名で元気に新学期がスタートしました。 

 学部の歓迎会では、少し緊張気味の 1年生に、中

学部の学習や行事について、先輩たちがていねいに

説明をしてくれました。これからいろいろな学習や

行事を重ねながら、1 年生は中学生らしく、２，３

年生は先輩らしく成長してくれることでしょう。 

一人一人の個性や思いを大切にしながら、認め合い

支え合える 

中学部を作っ

ていきましょ

う！ 

 

 

 

 

この春、高等部は普通科２名、保健理療科１名、専攻科理

療科１名の合計４名の新入生が入学してきました。３年後の

進路実現を見据えて、これから始まる学校生活を楽しみ、学

業に励んでくれるものと期待しています。自立と社会参加に

向けた確かな学力をつけることができるよう、私たちは全力

でサポートしていきます。 

【専門学科オリエンテーション】 

４月10日（金）放課後、理療科の１年生を対象に専門学

科オリエンテーションを実施しました。進路に関すること、

教育課程・定期考査・国家試験に関すること、実習での注意

事項などについて進路指導主事・理療科主任が説明をしまし

た。対象生徒は２名でしたが、積極的に質問するなど、有意

義な時間となりました。 

 

 

                                 

 

今年度は高等部保健理療科 2 名、専攻科理療科 2 名の

新入舎生を迎え、15 名でスタートしました。 

4 月 8 日(水)は、舎生オリエンテーションを行いまし

た。やや緊張した面持ちで自習室に集まり、舎生会や日

課についての説明を聞いていました。 

9 日(木)の入舎歓迎会では、感染症予防の観点から内容

を縮小して行いました。舎生を代表して寮長から歓迎の

挨拶があり、新入舎生のみなさんには自己紹介や今後の

抱負をのべてもらいました。新しい仲間とともにこれか

ら楽しく明るい寄宿舎生活を送ってほしいと思っていま

す。 
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